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福
岡
の
医
院
火
災
は
有
床
診
療
所
（
以

下
有
床
診
）
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
を

は
じ
め
、
内
在
す
る
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
た
。
有
床
診
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
在
宅
医
療
の
低

迷
化
の
危
惧
さ
え
も
あ
る
。
こ
う
し
た
問

題
点
を
当
院
の
事
情
と
日
医
総
研
平
成
二

十
三
年
度
有
床
診
療
所
現
況
調
査
（
以
下

Ｈ
二
十
三
調
査
）
を
参
考
に
述
べ
た
い
。

当
院
は
午
前
は
外
来
、
午
後
は
訪
問
診

療
を
行
う
一
般
病
床
十
九
床
の
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
で
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
を

重
視
し
て
い
る
。
人
工
透
析
、
六
十
四
列

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
専
門
医
療
も
実
施
し
て
い
る
。

医
師
は
常
勤
換
算
二
・
七
名
で
、
病
床
利

用
率
は
九
十
五
・
六
％
、
在
院
日
数
は
長

期
入
院
の
透
析
患
者
五
名
を
入
れ
て
二
十

二
・
六
日
（
除
外
十
九
・
七
日
）
、
平
成

二
十
五
年
十
一
月
二
十
日
の
入
院
患
者
は
、

肺
炎
等
急
性
感
染
症
二
、
慢
性
心
不
全
増

悪
一
〇
、
が
ん
終
末
期
患
者
一
、
出
血
性

胃
潰
瘍
一
名
、
入
院
透
析
五
名
と
、
急
性

期
、
亜
急
性
期
の
患
者
が
多
く
、
直
近
一

年
の
在
宅
看
取
り
は
七
名
、
こ
の
期
間
の

入
院
看
取
り
は
八
名
で
あ
っ
た
。

当
院
は
平
成
十
三
年
竣
工
で
あ
る
が
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は

な
い
。
最
良
の
防
火

対
策
は
火
元
消
火
可

能
な
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
導
入
で
あ
る
こ
と

は
論
を
待
た
な
い
が
、

厚
生
労
働
省
単
価
二

万
三
〇
〇
〇
円
／
㎡

を
用
い
れ
ば
、
当
院
建
築
面
積
一
四
〇
〇

㎡
で
は
少
な
く
と
も
二
千
万
円
以
上
は
必

要
で
あ
ろ
う
。
Ｈ
二
十
三
調
査
に
よ
れ
ば
、

有
床
診
の
経
常
利
益
の
中
央
値
六
一
五
万

円
（
平
均
値
一
五
四
四
万
円
）
で
あ
り
、

新
た
な
費
用
を
負
担
で
き
る
体
力
あ
る
有

床
診
は
ど
の
位
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

配
置
人
員
は
ど
う
か
。
当
院
で
は
病
棟

関
係
の
看
護
師
十
一
名
、
介
護
職
七
名
、

即
ち
一
般
病
棟
七
対
一
看
護
の
水
準
に
あ

る
。
当
宿
直
看
護
職
員
は
診
療
報
酬
上
最

高
の
二
名
（
当
一
宿
一
）
。
ま
た
二
十
四

時
間
看
護
要
請
に
応
え
る
べ
く
待
機
看
護

師
一
名
が
お
り
、
隣
地
に
私
が
居
住
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
緊
急
避
難
対
応

に
は
自
信
が
持
て
な
い
。
Ｈ
二
十
三
調
査

に
よ
れ
ば
、
多
く
の
有
床
診
は
夜
間
一
人

の
看
護
師
の
み
で
、
長
期
入
院
の
患
者
も

多
く
、
当
院
以
上
に
災
害
時
へ
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

介
護
職
員
の
診
療
報
酬
は
、
補
助
看
護
職

員
加
算
は
な
く
、
夜
間
配
置
加
算
の
み
で
、

一
人
分
の
人
件
費
で
し
か
な
い
。
入
院
基

本
料
は
当
院
で
も
一
〇
七
九
点
で
一
般
病

棟
十
五
対
一
の
一
三
九
五
点
の
七
十
七
％

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
夜
間
看
護
職
員
複
数

配
置
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
ま
た
夜
勤
が

出
来
る
看
護
師
は
奪
い
合
い
で
あ
り
、
給

与
改
善
や
福
利
厚
生
、
夜
間
託
児
所
設
置

等
の
体
力
も
必
要
だ
。
当
院
で
は
平
成
二

十
年
、
厨
房
Ｉ
Ｈ
化
を
実
施
し
た
が
、
こ

う
し
た
改
善
も
多
く
の
有
床
診
で
は
必
要

で
あ
ろ
う
。

有
床
診
は
特
に
地
方
に
あ
っ
て
は
、
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
、
外
来
に
加
え
て
、

急
病
に
対
応
し
、
二
十
四
時
間
体
制
の
在

宅
医
療
の
担
い
手
で
あ
り
、
在
宅
生
活
を

願
う
患
者
の
受
け
皿
と
し
て
大
切
な
機
能

を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
有
床
診
に
存

在
意
義
を
認
め
た
上
で
、
経
営
基
盤
の
充

実
の
た
め
に
、
入
院
基
本
料
の
増
額
、
看

護
補
助
職
員
加
算
の
新
設
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
補
助
金
新
設
が
必
要
で
あ
る
。

今
、
風
向
き
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
？
が
、

在
宅
医
療
の
良
き
伴
侶
と
し
て
、
有
床
診

を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

風

向

き

は

変

わ

る

か

在
宅
医
療
を
支
え
る
有
床
診
療
所
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当
院
に
は
一
般
病
床
、
介
護
療
養
病
床
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟

な
ど
あ
り
、
隣
接
敷
地
内
に
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
が

あ
る
。
が
ん
治
療
の
進
歩
に
と
も
な
い
、

ど
こ
で
も
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
は
普
通
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
診
療
時
間
内

で
は
、
が
ん
患
者
や
家
族
と
ゆ
っ
た
り
話

を
す
る
時
間
は
な
か
な
か
取
れ
な
い
し
、

ま
し
て
遺
族
と
話
す
機
会
は
も
っ
と
少
な

い
。
月
一
回
の
病
棟
茶
話
会
や
年
一
回
の

遺
族
会
で
遺
族
の
気
持
ち
を
く
む
努
力
は

し
て
い
る
も
の
の
十
分
で
は
な
い
。
退
院

し
て
し
ま
う
と
、
病
院
に
足
を
運
ぶ
こ
と

は
少
な
く
な
る
が
、
辛
さ
は
持
ち
続
け
て

い
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
グ
リ
ー
フ
ワ
ー

ク
と
、
今
ま
さ
に
闘
っ
て
い
る
が
ん
サ
バ

イ
バ
ー
が
病
院
内
で
は
な
か
な
か
本
音
を

語
れ
な
い
で
い
る
こ
と
を
考
え
て
、
院
外

で
が
ん
カ
フ
ェ
を
始
め
た
。
呼
び
か
け
は

市
の
広
報
誌
な
ど
で
行
っ
て
い
て
、
当
院

の
患
者
、
家
族
、
遺
族
も
参
加
す
る
が
、

他
院
に
通
院
し
て
い
る
人
や
、
地
域
外
か

ら
も
参
加
す
る
。
始
め
て
か
ら
十
四
回
に

な
る
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
含
め
回
を
追
う

ご
と
に
参
加
者
が
増
え
て
き
た
。

あ
る
土
曜
の
午
後
、
駅
前
の
ビ
ル
の
一

室
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
人
が
集
ま
っ
て
く

る
。
看
板
を
見
て
一
瞬
た
め
ら
う
人
や
確

信
を
も
っ
て
入
っ
て
く
る
人
な
ど
様
々
で

あ
る
。
部
屋
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
Ｂ
Ｇ

Ｍ
が
流
れ
て
い
て
、
テ
ー
ブ
ル
が
三
つ
、

四
つ
、
飲
み
物
と
お
菓
子
が
置
か
れ
て
い

る
。
初
め
て
訪
れ
た
人
は
緊
張
の
面
持
ち

で
座
る
場
所
を
探
し
て
い
る
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
適
当
な
テ
ー
ブ
ル

に
案
内
す
る
。
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
、
家
族
、

遺
族
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
け
る
が
厳
密
で
は

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
判
断
で
配
置
を
決
め

る
。
時
間
が
く
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
て
座
っ
た
の
を
見
計
ら
っ
て
、

司
会
が
開
始
を
告
げ
る
。
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
簡
単
な
自
己
紹
介
を
始

め
る
。
自
己
紹
介
が
済
む
と
、
ス
タ
ッ
フ

が
自
己
紹
介
の
中
か
ら
話
題
を
取
り
上
げ

て
話
を
進
め
る
。
サ
バ
イ
バ
―
の
テ
ー
ブ

ル
で
は
、
診
断
時
の
医
師
の
説
明
、
看
護

師
の
対
応
、
治
療
の
種
類
や
疑
問
、
不
信
、

家
族
へ
の
想
い
、
辛
さ
、
将
来
へ
の
不
安

な
ど
が
話
さ
れ
る
。
家
族
の
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
サ
バ
イ
バ
ー
本
人
へ
の
接
し
方
や
も
っ

と
良
い
治
療
法
は
な
い
か
と
か
、
患
者
の

想
い
と
自
分
の
想
い
の
違
い
に
つ
い
て
の

悩
み
な
ど
が
話
題
に
な
る
。
遺
族
の
テ
ー

ブ
ル
で
は
、
治
療
へ
の
満
足
の
程
度
や
看

取
り
に
対
す
る
想
い
、
残
さ
れ
た
悲
し
み

な
ど
が
語
ら
れ
る
。
医
師
、
看
護
師
、
介

護
士
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
心
理
療
法

士
、
音
楽
療
法
士
な
ど
が
参
加
す
る
が
、

論
評
は
で
き
る
だ
け
控
え
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
今
ま
で
に
受
け
た
治
療
あ
る
い
は
今

受
け
つ
つ
あ
る
治
療
の
可
否
の
判
断
を
す

る
医
療
相
談
の
場
で
は
な
い
か
ら
だ
。

病
気
の
性
質
上
、
涙
な
し
で
は
語
れ
な

い
こ
と
も
多
く
、
時
に
は
家
族
に
隠
し
た

ま
ま
で
悩
ん
で
い
る
方
、
親
が
子
供
の
が

ん
に
直
面
し
て
い
る
場
合
や
家
族
を
亡
く

し
た
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
で
い
る

人
な
ど
、
内
容
は
深
刻
で
あ
る
。
普
段
、

通
院
先
で
も
近
所
で
も
家
庭
内
で
も
話
せ

な
い
こ
と
が
積
も
り
積
も
っ
て
い
る
人
が

い
か
に
多
い
か
が
分
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

過
去
の
辛
さ
、
今
の
辛
さ
、
将
来
が
見
え

な
い
辛
さ
を
思
っ
て
は
涙
し
な
が
ら
話
す
。

参
加
し
た
一
番
の
理
由
は
、
今
の
想
い
を

誰
か
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

に
尽
き
る
。
し
か
も
、
同
じ
体
験
を
し
た

こ
と
が
親
近
感
を
呼
び
、
連
帯
感
が
芽
生

え
て
、
共
感
し
共
感
さ
れ
る
こ
と
で
辛
い

気
持
の
い
く
ら
か
は
癒
さ
れ
る
よ
う
だ
。

帰
る
こ
ろ
に
は
笑
顔
が
広
が
り
、
い
つ
も

終
了
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
何
も
が
ん
に
限
ら
ず
、

非
が
ん
疾
患
で
あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
辛

さ
や
悲
し
み
が
あ
る
は
ず
だ
。

次
は
、
が
ん
以
外
の
カ
フ
ェ
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
思
う
。
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介
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当
院
の
回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
は
以
前
よ

り
、
患
者
の
自
宅
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
入
院
後
一
ヶ
月
間
の
改
善
状

況
か
ら
在
宅
復
帰
の
た
め
に
は
更
に
ど
の

よ
う
な
機
能
向
上
、
日
常
生
活
動
作
の
改

善
や
、
改
修
も
含
め
た
生
活
環
境
調
整
が

ど
の
程
度
必
要
か
の
評
価
と
、
今
ま
で
ど

う
い
う
「
家
」
で
の
「
暮
ら
し
」
を
、
ど

の
よ
う
な
「
地
域
」
で
し
て
き
た
か
と
い

う
、
そ
の
患
者
の
「
人
と
な
り
」
を
知
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
入
院
当
初

か
ら
施
設
入
所
希
望
で
も
基
本
的
に
は
全

員
の
自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
場

合
に
よ
っ
て
は
施
設
側
の
協
力
を
仰
ぎ
、

入
所
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
入
所
予
定
の

施
設
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

訪
問
は
、
家
族
と
、
可
能
で
あ
れ
ば
患

者
本
人
と
と
も
に
担
当
チ
ー
ム
（
リ
ハ
職
、

看
護
・
介
護
職
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

で
行
い
ま
す
が
、
医
師
は
病
棟
専
従
で
一

人
体
制
の
た
め
、
な
か
な
か
同
行
す
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
毎
週
行
わ
れ

る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
際
に
、
写
真
で
の

室
内
や
自
宅
周
辺
な
ど
の
生
活
環
境
の
様

子
を
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
の
誰
で
も
が
供
覧

で
き
る
よ
う
に
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
資
料
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
回
復
期
リ
ハ
病
棟
の
入
院
患
者

の
う
ち
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
等
の
運
動
器

疾
患
の
方
の
場
合
に
は
、
自
宅
で
受
傷
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
転

倒
し
た
か
、
転
倒
の
要
因
に
な
る
よ
う
な

原
因
が
生
活
環
境
に
な
か
っ
た
か
と
い
う

事
も
加
え
て
見
て
き
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
も
回
復
期
リ
ハ
病
棟
専
従
医
と
し
て

毎
年
百
件
以
上
の
自
宅
の
写
真
を
見
て
き

ま
し
た
。
当
た
り
前
の
事
で
す
が
百
人
の

患
者
が
い
れ
ば
百
軒
分
の
違
う
間
取
り
、

家
具
の
配
置
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
ト
イ
レ
、

浴
室
環
境
等
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し

写
真
を
み
て
い
る
う
ち
に
気
が
つ
い
た
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
多
く
の
家
で
、
玄

関
に
は
玄
関
マ
ッ
ト
、
お
風
呂
に
は
バ
ス

マ
ッ
ト
、
台
所
に
は
キ
ッ
チ
ン
マ
ッ
ト
、

そ
し
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
場
合
に
よ
っ
て
は

畳
の
上
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
）
、
中
に
は
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
上
に
キ
ッ
チ
ン
マ
ッ
ト
、
こ
れ

ら
の
二
枚
重
ね
な
ど
、
素
材
は
い
ろ
い
ろ

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
本
当
に
「
敷
物

が
多
い
」
環
境
に
暮
ら
し
て
い
る
事
が
わ

か
り
ま
す
。
欧
米
と
違
い
日
本
の
場
合
は
、

靴
を
玄
関
で
脱
ぐ
文
化
の
中
で
日
本
家
屋

の
中
に
洋
風
を
取
り
入
れ
た
環
境
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
豊
か
な
生
活
を
彩
る
た
め
の

生
活
雑
貨
が
時
と
し
て
事
故
、
特
に
転
倒

の
要
因
に
な
る
こ
と
は
老
人
医
療
の
現
場

で
は
周
知
の
事
実
で
す
。
洗
濯
や
乾
燥
の

繰
り
返
し
で
、
弛
ん
で
い
た
り
、
捲
れ
て

い
た
り
、
重
ね
て
い
る
事
で
微
妙
な
段
差

が
出
来
て
い
た
り
、
こ
れ
ら
に
つ
ま
づ
い

て
転
倒
骨
折
し
た
例
は
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
何
ら
障
が
い
の
な
い
場
合
は
さ
ほ

ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
対
象

と
し
て
い
る
高
齢
患
者
の
転
倒
の
要
因
を

考
え
る
と
き
、
私
た
ち
医
療
関
係
者
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
骨
粗
鬆
症
等
の
内
的
要

因
に
目
が
い
き
が
ち
で
す
が
、
「
敷
物
」

の
事
だ
け
で
は
な
く
、
家
具
の
配
置
や
照

明
の
明
る
さ
等
の
外
的
要
因
に
も
意
識
を

は
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
者
夫
婦
あ
る
い
は
高
齢
者
単
独

世
帯
が
増
加
に
あ
る
現
在
、
老
人
の
安
全

な
生
活
環
境
の
確
立
は
大
変
重
要
な
事
だ

と
思
い
ま
す
。

当
法
人
が
毎
年
研
修
に
訪
れ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
保
険
省
の
高
齢
者
へ
のa

c
t
i
v
e
&

h
e
a
l
t
h
y

g
u
i
d
e

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
c
t
i
v
e

a
n
d
h
e
a
l
t
h
y
.
n
s
w
.
g
o
v
.
a
u

）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
生
活
環
境
に
関
す
る
細
か
な

h
o
m
e
s
a
f
e
t
y
c
h
e
c
k

l
i
s
t

が
あ
り
、
Ｎ

Ｏ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
自
動
的
に
推
奨
さ

れ
る
対
策
が
表
示
さ
れ
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
す
。
普
段
、
元
気
な
と
き
に
は
全
く

問
題
と
は
感
じ
な
か
っ
た
生
活
の
場
に
危

険
が
は
ら
ん
で
お
り
、
身
体
機
能
の
衰
え

た
老
人
に
と
っ
て
は
、
「
住
み
な
れ
た
」

家
が
必
ず
し
も
「
住
み
や
す
い
」
、
「
安

全
」
な
家
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
私
た
ち

は
も
う
少
し
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
。
実
は
病
室
に
も
「
敷
物
」
を

敷
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

患
者
さ
ん
の
安
全
対
策
の
た
め
に
使
っ
て

い
る
「
コ
ー
ル
マ
ッ
ト
」
で
す
。

弛
ん
で
い
た
り
、
捲
れ
て
い
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
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都
市
部
を
中
心
に
建
築
費
が
高
騰
し
て

い
る
。
直
接
の
原
因
は
、
東
日
本
大
震
災

に
あ
る
ら
し
い
。
ま
ず
、
建
築
材
料
費
が

高
騰
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
建
設
関
係

の
あ
ら
ゆ
る
人
手
不
足
が
深
刻
だ
。
東
京

都
内
の
建
築
費
は
、
大
震
災
前
の
三
割
以

上
上
昇
し
た
。
最
近
で
は
、
五
割
増
し
で

も
応
札
業
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
。

少
な
く
と
も
大
震
災
前
の
十
五
年
間
は
、

建
築
費
単
価
は
、
右
肩
下
が
り
で
あ
っ
た
。

国
土
交
通
省
の
公
表
に
よ
る
と
建
設
業
就

業
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
ま

で
に
二
〇
％
減
少
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

建
設
業
就
業
者
は
、
五
十
五
歳
以
上
が
約

三
三
％
、
二
十
九
歳
以
下
が
約
十
二
%
と

高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
次
世
代
へ
の

技
術
承
継
が
大
き
な
課
題
だ
。

建
設
業
の
需
給
関
係
は
、
完
全
に
逆
転

し
た
。
全
て
が
大
震
災
の
影
響
で
は
な
い
。

建
設
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
、
建
設

技
術
者
の
相
対
的
不
足
、
公
共
事
業
圧
縮

に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
消
費
税
の

引
き
上
げ
、
そ
の
上
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

で
、
当
分
、
建
築
費
は
確
実
に
上
昇
す
る

気
配
が
あ
る
。

病
院
分
野
に
目
を
移
す
と
、
平
成
二
十

二
年
と
二
十
四
年
の
急
性
期
大
病
院
へ
の

診
療
報
酬
実
質
引
き
上
げ
に
よ
り
、
公
的

部
門
の
病
院
の
改
築
計
画
が
目
白
押
し
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
病
床
利
用
率
が
八

〇
％
以
下
の
公
立
・
公
的
病
院
で
さ
え
無

謀
と
い
う
よ
り
な
い
改
築
計
画
を
掲
げ
て

い
る
。
実
は
、
こ
の
こ
と
も
建
築
費
高
騰

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
が
こ
の
よ
う
な
事

態
を
正
確
に
斟
酌
し
て
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
言
う
状
況
に
は
な
い
。
病
院
建

物
の
法
定
減
価
償
却
は
三
十
九
年
で
あ
る
。

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
病
院
は
、
昭
和
四

十
八
年
の
老
人
医
療
無
料
化
以
降
開
設
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
今
後
多
く
の
病
院
が

全
面
改
築
の
時
代
を
迎
え
る
。
そ
の
上
、

昭
和
六
〇
年
に
、
「
医
療
施
設
の
量
的
整

備
が
全
国
的
に
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
医
療
資
源
の
地
域
偏
在
の
是
正
と

医
療
施
設
の
連
携
の
推
進
を
目
指
し
た
」

第
一
次
医
療
法
改
正
に
よ
り
、
医
療
計
画

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
前
後
は
、
「
駆
け

込
増
床
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

今
後
十
年
以
上
は
病
院
の
全
面
改
築
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
く
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

今
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
今
後
確
実
に
病
院
建
築
費
が
病
院

経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
る
。
そ
の
上
、

高
齢
者
関
連
施
設
で
は
、
療
養
環
境
向
上

や
防
災
対
策
強
化
と
い
う
時
代
の
要
請
が

あ
る
。
こ
の
先
の
三
〇
年
間
で
、
病
床
の

個
室
化
を
含
め
た
療
養
環
境
は
、
他
施
設

と
の
競
争
と
い
う
面
か
ら
み
て
大
き
く
変

化
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
入
院

患
者
や
入
所
者
一
人
当
た
り
の
建
築
面
積

は
広
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
地

震
や
火
災
な
ど
に
対
す
る
防
災
計
画
も
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
全
面
改
築
を
迎
え
る
高
齢
者

関
連
施
設
共
通
の
問
題
と
し
て
、
今
後
は

人
口
減
と
と
も
に
、
前
期
高
齢
者
人
口
減
、

そ
の
後
、
後
期
高
齢
者
の
絶
対
数
の
減
少

が
起
こ
る
。
こ
れ
か
ら
四
〇
年
後
の
人
口

構
成
は
、
現
在
と
は
全
く
別
の
人
口
構
成

と
な
る
の
で
あ
る
。

人
口
減
や
後
期
高
齢
者
の
減
少
と
言
う

社
会
は
、
我
々
が
四
〇
年
前
に
現
在
を
予

想
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
想
像
を
は
る

か
に
超
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
こ
は
、
し
っ
か
り
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
景
気
の

回
復
は
、
い
ず
れ
借
入
金
利
の
上
昇
と
言

う
局
面
を
迎
え
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
、
つ
ら
つ
ら
考
え
る
と
、
今

後
の
病
院
に
対
す
る
再
投
資
は
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

で
は
ど
う
す
る
の
か
、
少
な
く
と
も
無

理
な
再
投
資
・
資
金
調
達
に
は
慎
重
で
い

る
べ
き
だ
。
こ
の
こ
と
は
公
的
分
野
の
病

院
も
同
様
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
老
朽
化
し

狭
隘
化
し
た
施
設
で
は
、
地
域
で
の
競
争

力
を
な
く
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

今
後
は
、
経
営
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
難
し

い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
内
の
競
争
力
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
我
々
は

一
層
挑
戦
す
る
と
い
う
覚
悟
が
必
要
だ
。

＊

へ

ん

し

ゅ

う

後

記

＊

平
成
二
十
六
年
四
月
の
診
療
報
酬
改

定
の
議
論
は
佳
境
に
入
り
、
そ
の
一
年
後

に
迫
る
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
も

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
当
会
で
は
十
二
月

に
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
予
定
し

て
い
た
が
、
時
機
を
待
ち
、
改
め
て
企
画

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
築
費
高
騰
の
嵐
は

何
時
ま
で
続
く
の
か

老人医療ニュース ４


